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「ゆめここ」

令和３・４年度特別支援教育センタープロジェクト研究において、『児童生徒一人一人の資質・能力
を育む交流及び共同学習～小・中学校の通常の学級と特別支援学級における実践研究～』というテーマ
で、研究が行われました。モデル地区として、田村市立滝根小学校等が研究推進校となり、たむら支援
学校も研究協力校（センター的機能）として地域支援センターが研究に参加しました。交流及び共同学
習についての研究の成果と課題を滝根小学校の取組をもとに整理しましたので、ご確認ください。

田村市立滝根小学校の取組
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〇本県で行われている交流及び共同学習については、交流を中心とした取組が多く、共同学習の側面での教科指導の取組が少ない
ことが指摘されている。
〇特別支援教育センターでは、これまでの研究の取組を通して、「交流及び共同学習の学習内容」「校内支援体制」等の課題が挙
げられている。

背景

目的
小・中学校での交流及び共同学習において、児童生徒一人一人の資質・能力を育むための効果的な指導及び支援の在り方を探り、

「共に学ぶ」環境の構築を目指す。

特別支援教育センター モデル地区（田村地区 ほか）

〇小・中学校における交流及び共同学

習の現状と課題の把握

〇小・中学校における交流及び共同学

習の組織的・計画的な取組

〇児童生徒一人一人の資質・能力を育

む交流及び共同学習の授業づくり

◎特別支援教育に関する校内研修

〇交流及び共同学習実施計画の作成

〇交流及び共同学習の授業研究

〇校内支援体制の整備・充実

小学校（推進校）

田村市立滝根小学校 ほか
中学校

（協力校）

研究アドバイザー（大学教授）
教育委員会等

特別支援学校
（地域支援センター）

たむら支援学校 ほか

実践検討協議会

〇交流及び共同学習における効果的な指導及び支援の在り方

〇地区内における研究内容の取組の波及

研究協力、センター的機能

特別支援教育の理解の深まりと
校内支援体制の充実

小・中学校における
交流及び共同学習の内容の充実

児童生徒の相互理解と
多様性の尊重

交流及び共同学習における
児童生徒の学びの充実

～「共に学ぶ」環境～

地域で共に学び、共に生きる
教育の充実

共生社会の形成
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田村市立滝根小学校の授業実践
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研究のまとめ

〇学校全体で交流及び共同学習の意義を共有するとともに、具体的な実施方針や計画を明示していく。

〇全ての児童生徒が目標を達成できる授業づくりのために、学びの状況を共有し、それを生かす連携体制を定着さ

せていく。

□ 学校全体での組織的・計画的な取組

□ 支援内容の共有

〇特別支援学級担任が、児童生徒に必要な支援内容を的確に把握する。

〇合理的配慮を含む支援内容を明確にし、個別の教育支援計画・個別の指導計画に記載して共有する。

〇指導担当者の負担過重にならないように、支援内容に応じて、人的支援や物的支援を検討する。

□ 特別支援学級の教育課程の充実

〇特別支援学級において、実態に応じた各教科等の学びや自立活動の指導ができる特別の教育課程の充実を図る。

〇特別支援学級の教育課程を踏まえて、交流及び共同学習を行う教科や単元、時間を精選する。

令和３・４年度プロジェクト研究［交流及び共同学習推進事業］第２回 実施検討協議会 資料より

学校の文化として根付かせ、継続させていく

今回のプロジェクト研究を通して、交流及び共同学習の在り方がモデルとして示されました。小・中学校に

おいても、ユニバーサルデザインの授業づくりや合理的配慮が有効であること、学びの状況や支援内容を共有

すること、実態に応じた各教科等の学びや自立活動の指導ができる教育課程の充実などが大切であることも確

認されました。特別支援学校で、日々の実践で取り組んでいる視点や考え方が大切であり、そのノウハウを今

後も発信していくことができればと思います。


